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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・9月に満足度調査実施予定です。書式・プログラムの見直しをしますので、どのように
したいか検討しましょう。

・11/3（月）医療福祉学会の際の運営について→通常通り行う。（休館日を設けない。）
　当日職員の記念写真撮影もあります。詳細決まり次第お知らせします。

・PCを１台１階に移動させています。利用者様の見守り強化のため、スタッフが２階に集中しない様業務・ケアを行っていきましょう。
・11/19（水）　実地指導の連絡があります。
・10月は疾患別診療諸計画書作成です。医師評価が必要なため、9/26までに医師評価必要者分を、印刷し2階のPC室のファイルに保管して下さい。全ての作業を10/17までに終了させましょう。
・クラブ活動も9月で終了予定。次の準備を行っていきましょう。
・風呂掃除時は床掃除に重点を置く。風呂掃除はDNCの方が帰荘後に2人で行う。
・10/21（火）の午前中に消防の査察あり。
・プログラムカレンダー入力は9/26（金）厳守。
・バスマットの洗濯について 週1回→週2回へ変更　火曜・金曜でいきましょう。
　（1日に2枚使用していることもあり、洗濯が追い付かないため。）
・デイナイトケアの昼食について（水・祝）は1人分多く届きます。青風荘職員が多い分は取りに来ます。

＜利用者様情報＞
デイケア

・特記する利用者はおりません
ショートケア

・特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア

・特記する利用者様はおりません。
【青風荘 カンファレンス実施】
繁名：体調不良、幻聴の訴えはほぼ毎日聞かれている。頓服薬服用、静養室利用で対応し
ている。午前中はプログラムの参加は出来ていないことがほとんど。午後にも幻聴
や独語している。
➝通所前にグズグズすることは少なくなっている。
田中：「睡眠がとれていない。」「頭痛や眩暈がする。」等の訴えが聞かれている。静養室や
風呂場の脱衣所利用していることが多い。昼夜逆転してしまうことをお伝えするが
「寝られていないので。」と険しい表情で訴える様子も見受けられている。手の振戦
は変薬前と比較し変化なし。
➝睡眠が十分に取れていないのかは確認出来ていないが、6時の起床には間に合わな
いこともあるが、入居以来朝食には遅れたことが無い。
袴田：8/25無断外出あり。9/4,8階段を降りようとする場面あり。見守り強化している。

エンシュアは拒否が強く摂取していない。無断外出予防策として、パソコンやテーブルの配置を変更したり、階段扉のベルの音が高くなるようにベルを交換。
➝入浴後にはエンシュアを拒否無く飲んでいる。スティック飲料がそのまま部屋に置いてあることがある為回収している。その場で飲んでもらうようにコップに入れて渡すなどしてみてはどうか。玄関前のドアをいじることはない。
巴：　女性利用者様と近い距離で話す様子や背中に手をまわしていることもある。特定の
男性利用者様（H・T様）の介助をスタッフが行っている際に近くに来て、声をあげて笑っており注意している。笑い方がやや小ばかにしたようでトラブルにならないよう注意していく。　ラクーナいつまで？
➝特定男性利用者様から「変わってくれ」と言われると、「嫌だよ。でも、困っている時はスタッフを呼ぶから」と話しており、スタッフへの声掛けを行っている。
堀切川：他利用者様に対して過干渉な様子見られている。距離を取るようお伝えするが「距
離はとっています。いつもそうしています！」と声高になる様子あり。不安感の訴えあり頓服薬服用する事もあり。
➝特定女性利用者様（M・M様、T・I様）に対して、スタッフの真似をして声を掛けている。就寝前のトイレットペーパー補充に執着しており、注意されている。
三浦：プログラムでやって欲しいことをメモに書いてスタッフに渡す様子あり。作業療法
の際にもやる内容を変えようとすることもあり症状について振り返りを行っている。ここ1～2週間前より少し高揚感があるように感じている。
➝今週初めに入院前に青陽館から借りていた本とCDを返却していることあり。まだそれ程高揚感は感じられない。
義積：疲労感の訴えが聞かれている。その他には「全身が痛い。」等の訴えも聞かれている。
休むようお伝えするが（食事の後片付け等）行っており、他の利用者様へ指示する様子も見られている。
➝母様のケアについてはケアマネとも相談し、サービス利用することになる。姉様との関係はこじれたままで良いとは言えない。
鈴木：運動療法（午前も午後も）を休み、静養室を利用したいとの訴えが以前よりも多く
聞かれている。帰荘時、青山荘方向へ行こうとすることがあったため、帰荘方法を変更している。
稲垣：歩行不安定さあり。足が出しにくい感じがするとの事。（特に左足）摺り足な様子も
見られているため、足を上げるようお伝えするが「この靴が悪い。」と聞き入れ不良。
➝物忘れもあり、コーヒーを飲む時間を間違えて渡すとすぐに飲んでしまっている。
大下：時折動作停止、動きの硬さが見られる様子は継続している。話し掛けているのか、
何かを話している様子あり。声を掛けるが「何でもない。」と返答するか動作停止し
ている。
➝青風荘での入浴時10分以上動作停止しており、入り直すことがあった。周囲の様子をとても気にしている。
日向端：動作緩慢さは継続。立ち上がり等都度介入している。トイレに時間を要しており
ズボンを上げられないとの事でスタッフへ声掛けあり。スタッフが声を掛けた際
に返答するまで時間要している。言葉が出てこないことがある。食事に時間が掛かるようになってきており、早めに食べ始めるなどの対応を検討する。
➝介護保険でベッドをレンタルしており、ベッドからの移動はスムーズになった。
古川：腰痛等の訴えあり、運動療法休んでいる様子度々見られている。声掛けするが「腰
が痛いから出来ねえ。」と表情険しくなる様子あり。左膝転倒後は出来る範囲で運動
を行っている。
➝処方薬をスタッフに預ける時間が決まっているが、早めに持ってくることがある。
山田：食事摂取時、主食を少し残す様子見られている。
　　　➝昨年の夏には食事量が減ったりしたが、今年は主食はしっかり摂っており、残す
ことは少ない。
津嶋：大きな変化なく経過。
　　　➝へその赤みはまだあり、処方された軟膏をつけている。
